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ック場面での学びにフォーカスした学習言語（CALP = Cognitive / Academic Language 
Proficiency）獲得支援を目指し、教科学習と言語学習を融合させて、両者を同時に習得さ
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２－１	 CLIL の概要と 4 つの C 
	 CLIL は、1990 年代より欧州で発展してきた教育方法で、その名が示す通り、言語教育
と言語以外の教科の内容教育とを統合した形で行うことが特徴である。専門的な内容を含
むアカデミック場面を考慮した英語教育については、日本においても 1990 年代後半から
2000 年代にかけて ESP の分野で発展的に研究され、特に理工系学生のニーズを考慮した実
践的・実用的英語教育は広く試みられ、専門教員との協働的な授業も行われてきた。しか
しこれらの実践は語学教育の一環に止まってしまうなど、専門の深い内容理解には多くの











とされる（池田, 2011; 和泉, 2016; 笹島 et al., 2011）。この CLIL の中核は内容（Content）、
言語（Communication）、思考力（Cognition）、協学（Community / Culture）の４つの C
の「統合」であり、この枠組みに即した教材作成、授業計画、指導を行うものと定義され
















りまとめられた思考の分類（taxonomy）を援用し、LOTS（Lower Order Thinking 













	 上記 4 つの C を考慮した CLIL の授業においては、コミュニケーションを多用する学生
中心の活動（アクティブラーニング）を行い、実社会や専門のコアに即した題材や資料を
利用し、音声・視覚（映像、図、数字など）の情報を多く用いた教材や課題を用いるため、
学習動機づけにもつながると期待されている。CLIL 実践を効果的に行う 10 大原則を池田
（2012, p.6）は、表 1 のように提示している。 
 
表 1	 CLIL の 10 大原則 
1. 内容学習と語学学習の比重は 1：1 である。 










２－２	 岡山理科大学での CLIL 実践に向けて 







ことが可能としている。表 1 の 10 大原則を参考にしつつ、受講生に合わせた目標設定や教
材選びが出来ることは、教師にとって利点と言えるだろう。従来の英語教育においては、
学生の既得の言語知識や活用スキルが未熟であることが多いため、言語を活用するための














げていくことを目指す。2017 年度は、第一筆者が 2 年生対象の英語共通教育科目において














１項で紹介した 4 つの C に基づく授業実践案は表 2 の通りである。 











表 1 で示した 10 大原則内「9.内容と言語の両面での足場を用意する」に該当する。 
 
表 2	 力学の CLIL 授業実践案 










































































































表 2 続き 


























































	 第二筆者は、英語教育専攻の 2 年生が受講する選択科目「多文化コミュニケ―ション活
























た。1 回目と 2 回目の授業には授業者である第二筆者以外に当該 CLIL プロジェクトメンバ
ーの教員 3 名が視察に来ていたが、うち 2 名の教員がグループディスカッションや発表の
際、授業者の求めに応じて声掛けや質問の投げかけなどのアシストを行った結果、学生の
コンスタントな英語発話が促された。実施回数を経るにつれ学びがどのように深まってい
ったかを確認するため、1 回目および 2 回目の授業の最後にそれぞれ、関連語彙と内容理解
度を確かめるための記述式テストを実施した。 
 
表 3	 文化理解の CLIL 授業実践案 


































































表 3 続き 
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